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萬
法
歸
壹

多田博英先生を偲んで

多田博英先生、令和２年８月11日ご逝去。

この訃報を知ったのは、年賀欠礼のあいさつ状を戴いて

知った。

ご遺族への遺言という。遺族関係者以外には知らせなかっ

たという。

私が、この道展作品集物故者欄の稿をお受けすることに

なった。

以前、先生は私に「私
わし

は弟子をとらん」とおっしゃった

ことを思い出した。何か不思議な縁
えにし

のように思えた。

私が先生と出会ったのは、読売書法会北海道同交会発足

の時だった。平成に年号が改まって世の中があらたなスター

トをきったときでした。一本気な性格、ときには言葉を選

んで話す慎重なタイプの人だった。

酒を愛する私とちがって酒を苦手とする先生だった。

長きにわたり読売書法会北海道同交会のフロントランナー

として、一途に突っ走った人だった。

筋を通す信念の人・多田博英を中心とした第一回読売書

法会北海道同交会展を平成５年11月に札幌大丸藤井セント

ラルを会場に開催された。先生にとっては待ちに待った晴

舞台であったと思う。

私は、先生と膝を交えてお話しをしたことがあった。そ

れは後にも先にも心の底から語る機会には恵まれなかった。

平成26年７月、北海道読売書法会伊達移動展の開催のと

きだった。

会期の最終日、しかも会場の後片付けに入ろうとしたと

きだった。ぽつんとお一人で。会場を一巡しながら私はこ

うきりだした。「先生、この移動展にグループで来ていた

だいた同志は前日の直会の後帰りましたよ。」「いやいや八

巻さん、あんたの古里に来てみたかったし、私は札幌を離

れて少し話しかったからさ」と。私はそのときはあまり意

を汲み取れなかったが会話の中から篤い空気を読みとるこ

とができた。

「世界の文字のうち、字を書くことが芸術にまで押し上

げたのは、漢字と仮名よりほかにない。われわれもそうだ

が、書展があるからひたすら書くことに努めるが、書の歴

史にはあまり関心をもたない。書を志す者の使命は歴史を

学ぶことだろう、あんたそう思わんか」あらましこんな話

が中心だった。

最後に先生にメッセージを届けます。

第１回読売同交会書展に出品したメンバーを挙げます。

思い浮かべてください。

阿部和加子 賀来弘子

加納溪村 北彰子 木村雅芳 倉部直子 黒田仙雪 近

藤道峰 佐々木禎翠 鈴木竹華 田上小華 多田博英 滑

志田方� 橋本智水 廣田玲子 堀岡萩雨 本間愛子 八

巻水�

黄
よ

泉
み

の国で安らかに…。

（八巻水�・記）

多田博英先生年譜
1931年 札幌市に生まれる

1950年 北海道札幌南高等学校卒業

在学中、大木金一郎先生に師事

1970年 謙慎書道会 小林斗■先生に師事。以後、高木聖雨先生に

師事

1986年 第27回北海道書道展準大賞 会員推挙

2002年 第19回読売書法展 読売新聞社賞 理事推挙

2012年 読売書法会 参与推挙

2017年 北海道書道展招待会員

2020年 ８月11日逝去 享年89歳

日展入選（１回）

読売書法会理事

読売書法会北海道同交会事務局長

謙慎書道会理事

槙社文会会員

北海道書道展会員

北海道篆刻会副会長
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大川瀟湖先生を偲んで

早くから漢字・近代詩文書を各種書道展に出品を続け、

毎日書道展会員、創玄書道会一科審査員、北海道書道展審

査員・理事役員として、幅広く活躍していた大川瀟湖先生

が令和３年９月16日逝去された。夏頃の氏の電話では「検

査入院なので一週間位かな…？」と元気そうに話していた

ので、こんな日が来るとは予想だにしていなかった。書家

として、教育者として、文化人として活躍中の74歳の氏の

逝去はあまりにも早すぎた。

氏は、北海道教育大学書道専攻科に入学以降、旺盛なる

探求心を発揮し、古典に裏付けされた確かな技術を駆使し

現代書の研究を重ね、書の理論に関する知識量も群を抜い

ていた。学生時代から酒・タバコは一切口にせず趣味は実

に多彩。日曜日も研究室で墨を磨り、墨ができると一人グ

ラウンドでマラソンに興じる。時にはピアノ、アコーデオ

ンも弾く。夏の港祭りのど自慢には、仲間の澤田蒼岳氏

（故人となってしまったが）と二人で出場し周りを驚かせ

ていた。結果は鐘一つだったとか。

昭和45年に教職に就き、中学校、養護学校に38年間勤務

し、平成20年３月に教員生活を終える。その間、北海道教

育大学函館校非常勤講師、市内中学校教頭、３中学校で校

長を歴任し、氏の誠実な人柄、仕事ぶりは生徒は勿論、親、

同僚から慕われていた。

公立学校教職員を退職した平成20年、函館市文化団体協

議会事務局長に就任。当時52団体が所属している裏方での

事務まとめ役として函館市の文化芸術の向上発展のために

会の運営に寄与。平成18年函館市文化団体協議会表彰「青

麒章」を受章、平成30年には永年の功績が認められての

「白鳳章」を受章する。その後は協議会の評議員として貢

献。そのほかにも教育大学函館校の書写実技非常勤講師、

函館西高校、大野高校の非常勤講師、七飯町教育委員会公

民館講座講師として活躍。永年にわたり函館書藝社理事

（理事長３期６年）、公益社団法人創玄書道会所属の「函玄

社」会長として、次世代を担う若手の育成を推進してきた

ところであった。

私は55年間お付き合いさせていただいたが、氏は学生時

代から亡くなるまで人柄も風貌変わらぬ人だった。誰の評

価も同じである。誠実で、努力家で、指導力に優れ、誰か

らも愛された我らの大川瀟湖先生のご冥福を心からお祈り

申し上げます。合掌 （安保天壽・記）

大川瀟湖先生年譜
1947年 ６月30日七飯町に生まれる 本名 冨美男

1970年 北海道教育大学函館校卒業（師・太田鶴堂先生）

創玄展推薦毎日賞受賞

1983年 北海道教育大学函館校書道実技非常勤講師

1988年～ 函館書藝社理事・理事長

1997年 函館市立潮見中学校教頭

2001年～ 戸井町立潮光中学校校長・函館市立西中学校校長・桐花

中学校校長

2006年 函館市文化団体協議会「青麒章」受章

北海道書道展準大賞受賞

2008年 函館市文化団体協議会事務局長

2011年 函玄社会長

2012年 北海道教育大学函館校書写書道非常勤講師

高校書道時間講師（大野農業高校・西高校）

2014年 道新文化センター書道講師

2016年 七飯町公民館書道講師

2017年 北海道書道展理事

2018年 函館市文化団体協議会「白鳳章」受章

2021年 ９月16日74歳にて逝去

毎日書道展会員

創玄書道会一科審査員

北海道書道展審査員

函館書藝社評議員

函館市文化団体協議会評議員

函玄社顧問

新しい道…
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真田昇先生を偲んで

「おそらく、これが最後の作品です」

令和３年４月、出品した第62回北海道書道展のチケット

が届いた時に、脳梗塞で２月に倒れ病院のベッドの上にい

た叔父に突然言われた言葉です。

どのような作品か確認すると、

峨眉山月歌

峨眉山月半輪秋 影入平羌江水流

夜發淸溪向三峽 思君不見下渝洲

と詠みました。

昭和14年９月、北海道千歳市で真田家の８人兄弟の７番

目三男として生まれた叔父は、小学生の時に担任の先生に

褒めて頂いた事がきっかけで書道を始めたそうです。

昭和37年から弟子屈高等学校、札幌北高等学校、（昭和

47年から２年間は札幌北陵高等学校にて兼務の講師）、札

幌藻岩高等学校に勤務致しました。国語の授業で漢文を教

えているうちに、唐詩を音読したいという気持ちになり中

国語の勉強を始めたそうです。

書道の会の方達と中国旅行にも行き、中国語学校の講師

との出会いにより昭和56年からの２年間、中国政府からの

招請状が札幌の中国領事館を通じて札幌市教委に届き、叔

父は海外研修員として中国に派遣されて四川大学外文系日

語科で日本語講師となったと聞いています。

在職中に、四川省にある峨眉山に３度足を運んだようで

す。「峨眉山民間故事」としてまとめられている本に興味

を持ち、日本で初めて日本語訳をした「峨眉」（昭和59年）

を自費出版し、中国書法を学んだ四川大学専家何應輝氏に

は「峨眉」と「続峨眉」（平成13年出版）、「西域漫録」（平

成19年印刷）の題字を書いていただいています。

書道の関係者の皆様にも恵まれました。日本だけではな

く中国にも沢山の方々とも交流がありました。皆様の支え

があったから叔父は幸せな人生を歩む事ができました。

「幸せです」と「さようなら」と「ありがとう」。叔父の最

後の言葉です。寝ているように静かに旅立ちました。

長年にわたり、お世話になりました全ての皆様には感謝

申し上げます。ありがとうございました。

（姪・澤田奈美）

真田昇先生年譜
1939年 ９月20日北海道千歳市生まれ

1962年 ３月 学校法人東洋大学文学部国文学科卒業

４月 北海道弟子屈高等学校に教諭として勤務

1965年 ４月 北海道札幌北高等学校に教諭として勤務

1968年 ３月 北海道大学文学部研究科王朝文字専攻修了

1972年 ４月 北海道札幌北陵高等学校に兼務の講師として勤務

1973年 ２月 北海道教職員美術展招待

５月 北海道書道展委嘱会員

６月 創玄書道会学生審査員

1977年 ４月 北海道札幌藻岩高等学校に教諭として勤務

1981年 ６月 中国の中国四川大学外文系専家で日本語講師として

２年間勤務

1998年 ３月 北海道札幌藻岩高等学校（現：市立札幌藻岩高等学

校）退職

2022年 １月５日82歳にて逝去

北海道書道展かな部第一席（特選）

創玄展創玄書道会賞

毎日書道展連続10回入選（秀作２回）

李白七絶…
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書友・武田恵さんを偲んで

武田恵さんとの親密と言える出会いは、恵さんが札幌市

立啓明中学校の教師として赴任され、小川東洲先生と職場

を共にされたころでした。

私は、当時既に東洲先生とは、北海道学芸大学での恩師

藤根凱風先生との御縁から親交があり、こうした関係もあ

り恵さんとの交流が始まりました。

こうした中、夏休みを利用しての書作を中心とした合宿

の話が持ち上がりました。若手教師だけではなく、縁の深

い知人やその家族、更には親交のある友人を含め、それは

大変賑やかな集団となりました。道南江差を始め、道央・

道北と汽車の旅にて道内各地の学校の校舎をお借りし、地

元の子ども達との交流を計りながら夏合宿が行われました。

50人をはるかに越える家族的な雰囲気の中、書を中心と

した人間関係が深まり、長期間にわたり継続されました。

これが切っ掛けとなり、恵さんとの関係も強く築かれてい

きました。

暫くした1988年、「核土社展」の機会が突然のように浮

上しました。小川東洲先生を中心に、藤根凱風、中川清風、

中野層翠の４先生に加え、何故か若手として武田恵、髙橋

祥雲、松山朴羊に小生も加わり８名での書展開催となり、

北海道立近代美術館での書展開催はこれが初めてのことで

した。

私を含め、若手４人にとっては大変なプレッシャーのか

かる書展であり、以後の書を中心とした人生に多大な影響

をもたらすことになったことは間違いありませんでした。

互いの人間関係の深まりに繋がって行くことにもなりまし

た。

その後、私たち４名はそれぞれ高等学校の書道担当教師

としての書道教育への関わりも深まり、恵さんは1992年に

北海道高等学校文化連盟専門委員長に就かれました。４年

後、恵さんを中心に高文連専門部長の中野層翠先生の下、

「第20回全国高等学校総合文化祭北海道書道部門」の大会

が開催されました。この時、恵さんはリーダーシップを十

分に発揮され、この大会の規模・内容等、その充実振りは

過去の高文連書道部門の全国大会に見ることの出来ぬ歴史

に残る大会としたものです。大会開催後もその評価の大き

さを幾度となく耳に致しました。

武田恵さんの書活動には、書表現の世界にのみ留まるこ

となく、スケールが大きく豊かに展開し、生き方や絵画的

視点が大きく影響しているように感じられます。それが、

書表現の背景を構築していると思っています。視点の大き

さは後輩の指導にも生かされていたようです。

恵さんのお父様も教師であり、その赴任地であった利尻

島の学校をお借りしての夏合宿では、夜通し書作をしたり、

利尻岳登山では言葉では言い尽くせぬ自然のスケールの大

きさと、360度海に囲まれた自然美に抱かれての合宿でし

た。この経験は技術習得に止まることなく、互いの生き方

や感性にまで、大きく寄与していったのではないかと思い

ます。

恵さんに取り、退職間近であったとは言え、早期退職さ

れ、療養生活に入られました。暫くの間、書活動を続けら

れたとは言え、私達との楽しい語らいの場が戻ることなく、

交流の機会さえ叶わぬまま、昨年４月突然の訃報に、唯々

驚いております。

ここに、謹んで心からの御冥福をお祈り致します。

合掌 （羽毛蒼洲・記）

武田 恵先生年譜
1940年 稚内町に生まれる

1956年 北海道札幌西高等学校卒

1964年 北海道学芸大学札幌分校卒

国語・書道の免許取得 金丸梧舟先生に師事

1976年 第６回北海道教職員美術展書道 特選受賞

1984年 第25回北海道書道展準大賞受賞 会員推挙

1988年 核土社展出品 於北海道立近代美術館

北海道高等学校書道研究会事業部長

1992年 北海道高等学校書道研究会副理事長

1996年 北海道高等学校書道研究会理事長

1992年～1996年 北海道高等学校文化連盟専門委員長

1996年 第20回全国高等学校総合文化祭北海道大会書道部門開催

1998年 体調を崩し、早期退職し、療養生活に入る

2022年４月逝去 享年83歳

教職歴 津別町立二又中学校

札幌市立啓明中学校

札幌市立西野中学校

札幌市立清田高等学校

札幌市立新川高等学校

札幌市立旭丘高等学校

北谺
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野村墨水先生を偲んで

８月の末日、野村墨水先生より電話、「紅葉の中で同期

会をしたい、記念に書の小品を用意するので頼む」と元気

な声。同期会は紅葉の時季、遅くとも降雪前にと思い準備

していた所、一月足らずの９月19日逝去、驚きと大きな悲

しみでありました。卒寿を精力的に生き抜いてきた身、生

者必滅、会者定離とは言え、人生の無常を感じます。

野村墨水先生とは、小学校同期の朋で、先生は学習、ス

ポーツ、遊び、軍事訓練等すべての面でリーダーでありま

した。温厚で誠実なお人柄はクラスの信望も厚く、低学年

の頃は「たけちゃん」、高学年になって「野一くん」、国民

学校高等科２年、師範学校受験の頃から誰からともなく

「先生」と呼ばれる様になり、級友から、よき教師になる

様、励ましを受け、札幌師範学校へ進学、師範学校が学芸

大学になり、「書道」を金丸梧舟先生に直接指導を頂く喜

びを時々語ってくれました。

1964年赤平西高校へ赴任。書道の指導を通して生徒一人

一人との対話を大切に「全人格的指導」を実践していると

の事、私は関心を持ち、尊敬しておりました哲学者であり

教育者である玉川大学学長の小原国芳先生の実践された

「全人教育」に通ずるものを感じ意気投合でありました。

墨水先生は1955年「臥龍社」入会、宇野静山先生に師事、

努力を重ね「己が人生、書に生き抜く…」といつも語って

くれ、私の書への取り組みの甘さを見て、冗句、ユーモア

を交え、「書は生命の燃焼、取り組みは無心…」と自分の

取り組みを語ってくれました。その時、私は書への有心、

無心を考えながら、学生時代、作品展示の期日間近に、思

う作品が書けず、悩んでいた時、山口野竹先生から「下手

でよい、心を込めて書く様に」と指導を頂き、ホッとした

当時を思い出しておりました。

墨水先生は1930年10月29日、士別市音根別生まれの芦別

育ち。郷土芦別に関心を持ち、1954年、芦別市書道連盟発

足当時の初代理事としてご活躍でありました。

墨水先生は「書」の他に「詩」作家としてもご活躍で、

北海道詩人協会会員として幾冊もの詩集を発刊され、詩集

「内と外の間で」の跋文の中で、詩人河邨文一郎先生は

「野村武は肉体で思考する詩人の特異な典型、まことに独

自な詩人」と記して下さっております。

野村墨水先生のご逝去、残念に思いながらお世話になっ

たお礼と多方面へのご活躍に敬意を表し、謹んでご冥福を

お祈りいたします。 （須藤桂城・記）

野村墨水先生年譜
1930年 北海道士別市音根別生まれ

1945年 札幌師範学校入学 金丸梧舟先生に師事

1954年 芦別市書道連盟 初代理事

1955年 臥龍社入会 宇野静山先生に師事

1961年 母校 芦別市立上芦別小学校校歌揮毫

1962年 日本書道美術院展 入賞

1964年 赤平西高等学校へ赴任

1966年 創玄書道展 秀逸入賞

1969年 赤平市文化連盟 表彰

1970年 毎日書道展 秀作

詩「詩の村」「核」の同人 北海道詩人協会会員

詩「内と外の間で」出刊

1972年 毎日書道展 秀作

北海道書道展 準大賞 会員推挙

1990年 国際現代書道展 文部大臣奨励賞

国際現代書道展 審査会員

北海道書道展 招待会員

北海道高文連 副会長 歴任

北海道高文連 書道専門委員長 歴任

剪
花
驚
歳
早

看
柳
訝
春
遅
（
孟
浩
然
）
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萱 登柳先生を偲んで

萱登柳先生は、令和４年12月25日に享年78歳の若さで他

界されました。

ご逝去を悼み、衷心よりご冥福をお祈り申し上げます。

萱先生は、北海道篆刻協会の総務部長として長らく、代

表である故越坂柳徳先生を補佐されておりました。協会の

実務では、山本芳道先生と意気の合った仕事をなされてお

り、協会にはなくてはならない人でした。

人間性もユニークな方で、その性格が作品にも反映され

ていると思います。協会の仕事を引き受けて下さりながら、

店主である文林堂四宣斎の仕事でも活躍されており、北海

道の書道愛好家にも好かれる存在でした。

北海道篆刻協会で年に数回発行している会報の中に、萱

先生のお人柄が非常によく表れた記事がありましたので、

ご紹介いたします。

８月11日、朝一番の JALで、越坂先生と共に新千歳よ

り羽田へ。東京はやはり暑かったが、上野の森を前にして、

冷房のほどよく効いたレストラン「ぶんか亭」で先生より

祝って頂き、生ビールで祝杯を上げた。

毎日展46年の間、一度も海を渡らなかった篆刻部の毎日

賞が、とうとうやって来たと言う思いはあっても、自分が

その賞を受賞した実感はまだない。上野の森を眺めながら、

ゆっくりと大ジョッキ三杯を乾す。

越坂先生は気の早いことで有名だ。今回も朝一番の便で

上京して来たし、ホームを先生に遅れずに歩くのも大変だ

が、その分ゆったりとした気分で時を過ごす。やはり達人

だ。このあと毎日展を見て、夜にまた祝杯。翌日、受賞者

だけの式だが、その数に圧倒される。席次が一番の為、ま

だ誰もいないステージに上がり、全国を見渡す気分で、俺

は北海道から来た萱登柳だと胸を張った。

宿に帰って、箱より取り出した副賞の岩田久利（日展理

事）作のガラス器の美しさとその重さが、毎日賞の輝きと

重さにかさなり、三日間の東京滞在中、時と共に受賞の喜

びと責任の重さが体の中に広がって来た。協会の仲間の皆

さん、本当に有難う御座いました。

東京展を見ての感想は、その量の多さと質の高さには驚

かされましたが、北海道の篆刻がけっして見劣りしないこ

とを、この目でしっかりと見て参りました。（以下略）

先生は常々、北海道の篆刻界は本州に負けていない、自

信をもって発表していこうとおっしゃっていました。この

コロナ禍で中央になかなか足を運べない昨今においても、

大変に貴重な経験をされてきた北海道篆刻界に必要な方で

した。

先生、今頃は天国の柳徳先生、芳道先生と大好きな篆刻

談義に花を咲かせている事でしょうね。

ここに謹んで先生のご冥福をお祈りいたします。

（越坂久雄・記）

萱 登柳先生年譜
1944年３月14日に岡山県で生まれる

岡山県立玉野高等学校卒

関西学院大学卒

第16回北海道書人展 大賞受賞

第34回全道書道展 準大賞受賞

第46回毎日書道展 毎日賞受賞

第50回北海道書道展 準大賞受賞

明
徳
惟
馨
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池田敬岳先生を偲んで

　北見の地で書・篆刻の振興に多大な力を尽くし輝きを

放っていた、池田敬岳先生が昨年４月突然逝去されました。

　先生は昭和40年代から多くの門人を育て真摯にこの道に

邁進し、北見書道連盟会長を務める等、道東を中心として

書道会に貢献を果たしてまいりました。

　本業の印章業をすすめる中、昭和50年北海道篆刻会に参

加し、その後昭和60年に篆刻家越坂柳徳先生に師事する事

となり、北海道書道展特選を始めとして中央展でも力量を

認められ次々と受賞を重ねる事となりました。

　先生の作風は人柄をあらわすごとく悠然として穏やか

で、温もりが伝わって来る独特の風格がありました。北海

道の篆刻界では得がたい存在でした。

　昨年書家・篆刻家として回顧展を企画するさなかに病が

見つかり、４月に急逝されてしまいました。大変残念でな

りません。令和４年に萱登柳先生、令和５年に池田敬岳先

生と相次いで二人の先生をうしない６部審査員は７名と寂

しい状況となりました。北見の社中の皆さんも大変な悲し

みと落胆の中にありながらも敬岳先生の回顧展の準備を整

えて、４月９日から北見文化センターを会場として開催の

運びになりました事は先生へのなによりの贈り物となる事

と思います。

　池田敬岳先生死して尚朽ちず。

　ご冥福を心からお祈り申し上げます。�（上山天遂・記）

池田敬岳先生年譜
1941年　樺太（サハリン）に生まれる

1957年　書道を番場敬華先生に師事

1975年　北海道篆刻会に入会

1985年　篆刻家越坂柳徳先生に師事

2002年　北見市技能功労賞

2012年　北見市文化功労賞

2019年　北海道書道展　準大賞

2022年　国際現代書道展　文部科学大臣賞

2023年　４月10日逝去　享年83歳

石崎閑雲先生を偲んで

　「私は、これまで筆を持って作品を書いている時間より、

何をテーマとし何を素材にするか書く以前の準備に数十倍

の時間をかけ、やっと今回の受賞に辿り着きました」

～昭和63年道展祝賀会での石崎先生の挨拶…。

　この挨拶を聞いた師赤石蘭邦先生は、「沢山の教え子の

受賞の挨拶を聞いてきたが、石崎君の挨拶が一番良かった。

君はいつもどのように書くかばかり気を配り過ぎていま

す」と苦言を。

　それから35年、石崎先生からの電話です。「俺さ、今道

展出品作品書いているんだけど、いい言葉を見つけて久し

振りに乗って書いているよ。“無礙一道”（親鸞の歎異抄）っ

て。意味は、何ものにも邪魔をされることなく、書道ひと

すじの大道を歩むというんだけど。俺さ、毎日も創玄も書

創社も退会してすっきりしていて、今の俺の心境にピッタ

リな言葉だ。お前も自分らしい自分の世界の作品を書けよ」

　その数日後、深夜道展出品作品を制作中、休憩をとろう

と階下に降りる途中転倒、そのまま帰らぬ人と…。あれから

１年、先生の道場の壁面には、今でも絶筆“無礙一道”３

点が掲げられ、私達後輩に対して筆人（ふでびと）としての

生き方生き様はどうあるべきかを優しく教示している。合掌

（附記）石崎先生は、私に中学校３年間国語と書写を教え、

向後私が書道への道を歩む礎を造ってくれた師です。

（大髙蒼龍・記）

石崎閑雲先生年譜
1936年　上士別町生まれ

1955年　北海道学芸大学旭川校入学

赤石蘭邦先生に師事

1958年　日本書道美術院展　大学部推選第一席（文部大臣奨励賞）

1975年　北海道書道展　特選第一席

1988年　北海道書道展　準大賞

2022年　北海道書道展　招待作家

秋の叙勲で「瑞宝双光章」受章（旭川市教育委員会指導室長、

同学校教育部次長、旭川市立東光中学校長を歴任し、新しい

時代を捉えた教育の在り方を推進した功績が讃えられて受章）

畫
彩
仙
靈

寧神
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君田康子先生の想い出

　君田先生は1962年頃から「書鳳」の前身である「火曜会」

に入会されました。（師・我妻緑巣先生）

　20歳代前半の若さで、会社勤めは第一線で活躍されなが

ら「一生、書道はやめません」と宣言して入会されました。

　当時を思い出すと、容姿端麗で颯爽と時代の先端をいく

仕事をこなして、私達の憧れの的でした。

　北海道書道展、北海道書道連盟展、毎日展、創玄展、書

鳳展などでは、全身全霊で迫力極まりない力強い作品を発

表したのは強く心に残っております。

　2023年３月の北海道書道展の審査会に出席された後、体

調を崩されました。

　責任感強く、人情熱く、気配りの行き届いた方でした。

　存在感のある影響力の強い君田先生には、慕っていた後

輩達のためにも、まだまだご指導等頂きたかったと残念に

思います。

　謹んで心からご冥福をお祈りいたします。

（井川静芳・記）

君田康子先生年譜
1938年　12月７日札幌に生まれる

1962年　火曜会入会　我妻緑巣先生に師事

1992年　北海道書道展　準大賞

2023年　６月25日逝去

書道研究「書鳳」同人

北海道書道展会員

創玄書道会審査会員

北海道書道連盟会員

平田鳥閑先生追悼文

　昨年８月、教育大旭川・書道研究室の同窓会で２時間近

く講演されました。又、同じ月の中旬には、中野北溟先生

の百歳のお祝いの会に出席、札幌からの帰路の電車での談

笑が最後になりました。ご子息の話では、８月末に書創展

の作品を制作、９月初めに入院するまでは“硯の水”が乾

くことがなかったとのこと。正しく生涯現役作家でした。

　先生は富良野鳥沼出身、自然豊かな中で少年時代を過ご

し、富良野高校で落合幽岳先生との出会いが縁で書道に興

味を持ったとのこと。そして学芸大学旭川校へ進み、卒業

後は中学校・高校・大学に教員として勤めました。その傍

ら書作活動と東洋美学の研究に没頭すると共に、多くの公

職につき其道発展に尽くされました。更に、寸暇を惜しん

で盆栽を育て、陶芸制作も楽しみました。「書と陶芸」の

個展では多くの書道ファンを唸らせたのは記憶に新しいと

ころです。

　先生は、真摯に書に取り組む姿勢を“うしろ姿”で語り

続けました。それはあの超大作の古典臨書作品です。（３

×６×10）いづれの日かお目にかかりたいと願いつつ。

　ご冥福を心よりお祈り申し上げます。�（瀧野喜星・記）

平田鳥閑先生年譜
1932年　７月21日富良野市鳥沼で出生

1968年　北海道書道展　準大賞

1975年　創玄展　会長賞

1976年　毎日書道展審査会員

1981年　教育大旭川助教授

1983年　教育大旭川教授

1984年　旭川ななかまど文化賞

1991年　還暦個展

1992年　旭川市文化賞

1993年　北海道文化奨励賞

1995年　退官記念個展

1996年　北海道文化審議員

2004・2005年　北海道書道展理事長

2014年　「書と陶芸」個展

著書　「白い校庭」「書のひととき」

興
趣

呼
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吉田瞭風先生追悼文

　昨年７月７日、吉田瞭風さんがご逝去されました。一昨

年の社中の道展錬成会及び審査には熱心に参加して下さっ

ていたのが最後になり寂しい限りです。

　振り返りますと、故中川清風先生の個展をご覧になった

のをきっかけに、清風先生社中の羊城会に入門されたのが

1977年でした。翌年の第19回北海道書道展初入選に始まり、

第27回、28回、29回展に特選受賞、第30回展の秀作受賞で

会友昇格となり、とても溌溂と活動され、その後は大胆な

筆致の大字書にも挑戦されて、見事第44回北海道書道展で

準大賞を受賞されました。以来、社中の道展錬成会の講師

を務められるなど大変お世話になり感謝しております。

　謹んでご冥福をお祈りいたします。合掌

（久保田朴雲・記）

吉田瞭風先生年譜
1977年　羊城会入門

1978年　第19回北海道書道展　初入選

1986年　第27回北海道書道展　特選受賞（第28回、第29回も特選受賞）

1989年　第30回北海道書道展　秀作受賞　会友昇格

1992年　第54回毎日書道展　会員昇格

2003年　第44回北海道書道展　準大賞受賞　会員昇格

2023年　７月７日逝去　享年85歳

天
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長内敬子先生を偲んで

　長内先生はさわらび会松本春子先生に師事されました。

春子先生のお稽古場で事務のお仕事をして下さっていたこ

ともありました。北海道書道展、毎日展、創玄展、北海道

書道連盟展とたくさんの作品を発表されました。

　さわらび会創立70周年記念展には常任理事として大作を

発表され、その時もですが、御主人の詠まれた短歌や俳句

を折にふれて書いておられました。又三人展のことはなつ

かしく思い出されます。

　先生は数年前圧迫骨折で入院されました。退院されてか

らはリハビリに励んでおられ、よくお電話でお話していた

のですが、昨年11月お電話も通じなくなって気になってお

りました。11月７日にベッドから下りようとした時転倒さ

れ意識が戻らぬまま11月30日に亡くなられたことを御遺族

の方からお聞きし、あまりに突然のことで信じられません

でした。春になったらお会いしたいと思っていましたのに

残念です。これまでありがとうございました。

　心より御冥福をお祈りいたします。�（髙畑美智子　記）

斉藤香月先生追悼文

　北海道書道展の草創期からご出品なされ、私の大先輩、

斉藤香月先生のご冥福をお祈り致し、謹んで追悼文をした

ためます。

　先生が筆を持たれたのは中学生の頃から、本格的には学

芸大学時代赤石蘭邦先生に師事、その後昭和四十九年、小

原道城先生と出会い、心華社に入会。古典研究は深く、多

くの全臨を手掛け、常に厳粛。また良寛調の詩情溢れる作

品で、北海道書道展では入賞を何度も果たされました。国

際現代書道展旭川移動展と併催で、喜寿個展開催、大いに

話題と成り称賛に値致します。調和体書作品では、独自性

を醸し、文字が楽しく舞い円熟味を増して居ました。近年

は甲骨文字に傾倒、骨格確か、ロマン溢れる作風は見事で

した。

　書道研究「香月会」主宰。優しさ厳しさ合わせ持ち、愛

情豊か、優秀なお弟子さんを育てて、今も引き継がれてお

いでです。

　糖尿病を患い、週三回の透析、そうした中でも筆を置かず、

皆の範です。足をひきずり乍ら、練成会出席なさって……。

　「休まず自分のペースで五十年以上、奥深い書の道を追

い求めてこれた事、自分はとても幸せ者」と、おっしゃっ

ておいででした。

　令和六年二月二十日ご逝去、心からご冥福をお祈り致し

ます。� （奥村素紅　記）

風
鈴
や
…

感
興

長内敬子先生年譜
1928年６月15日札幌に生まれる

1955年頃　さわらび会入会　松本春子先生に師事

1965年　　北海道書道展６回展委嘱会員推挙

1966年　　ひさき会設立

1969年　　毎日賞　毎日展会員　後退会

創玄書道会会員　後退会

1971年　　北海道書道展　準大賞

北海道書道連盟会員　後退会

2001年　　北海道書道展　30年表彰

2005年　　大丸藤井セントラルにて

書の三人展　長内敬子・髙畑美智子・山本美智子

さわらび会退会

北海道書道展　招待会員

2024年11月30日逝去　享年96歳

斉藤香月先生年譜
1956～57年　赤石蘭邦先生に師事（学芸大時代）

1974年　小原道城先生に師事（「心華社」入会）

1979年　書道研究「香月会」主宰

1981年　全道書道展（現・国際現代書道展）　会員昇格

1983年　北海道書道展　会友昇格

1989年　毎日書道展　会員昇格

1993年　全道書道展（現・国際現代書道展）　審査会員就任

1999年　北海道書道展　大賞

2011年　毎日書道展　審査会員就任

2024年　２月20日逝去
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新谷谿雪先生を偲んで

　新谷谿雪先生は、実直で誠実で真面目、強い意志を持ち

後進の私たちを温かく導き、懐の広く優しい先生でした。

　その先生の訃報を聞いたのは、令和６年５月25日土曜日

でした。入院されていると聞いていましたが、気丈な先生

でしたから、再び国際書道協会の会合や心華社の練成会に

元気な姿を見せ、範として指導してくれるものだと思って

いました。新谷先生の悲しい知らせは、国際書道協会、心

華社にとって重要かつ頼りにしていただけに、とても辛い

知らせでした。

　新谷先生は、書道を愛し、「書の研究」を愛し、国際書道

協会、国際現代書道展の重鎮として活躍されていた先生で

した。また書道人としては、豊富な経験を背景に常に王道を

歩み、発表される作品は威風堂々、風格があり格調の高いも

のでした。さらに先生は岩見沢市を拠点として、地域の文化

振興、社会教育に尽力貢献され、多くの人材を育てられる

など、その功績が高く評価され令和元年には岩見沢市政功

労者表彰を受彰されるなど、その活躍ぶりは大変幅の広いも

のでした。新谷先生のご逝去は、私達にとって大きな柱を失っ

た悲しく残念なことです。しかし、新谷先生の意志を少しで

も継ぎ、これからの書道界発展に繋げていきたいものです。

新谷先生ありがとうございました。そしてご苦労様でした。

　心からご冥福をお祈りいたします。� （佐藤翔雲　記）

千鶴敏子先生を偲んで

　令和６年７月百歳のお誕生日を迎えられました。心ばか

りのお祝いを差し上げた所、お礼のお電話をいただきとて

もお元気でした。それから２ヶ月あまりの訃報に只々驚き、

声が耳からはなれません。

　先生は、勤めながら松本暎子先生に師事し、退職と同時

に NHK カルチャー教室の指導者となりました。また水野

良子先生の後を継ぐほか、競書雑誌「書鳳」のお手本書き

もされておりました。年齢を感じさせず、書に対する思い

は熱く、指導にあっては個々に合せて丁寧にわかりやすく

教えてくださいました。先生は「いつかは自分の字で書け

る様に」とおっしゃっていましたが、今もそれが胸に深く

残っております。

　平成22年には「千鶴会展」が開催され、先生の集大成の

一つとなったものと思います。

　平成29年、約30年間の指導者生活を終えられ、その後も

展覧会や、さわらび会の諸行事でお会いする機会があり、

お元気な姿を拝見しておりました。

　先生のこれまでのご指導に感謝し、心よりご冥福をお祈

り申し上げます。� （中野八重子　記）

お
ほ
ど
か
に
…

鶴
遊
鴻
戯

新谷谿雪先生年譜
1931年　８月８日新十津川町生まれ

1970年　故・志田杜洋先生の手ほどきで「書の研究」競書に出品

1975年　小原道城先生に師事

1988年　第19回全道書道展　大賞

1998年　北海道書道展　準大賞

2004年　第35回全道書道展　文部科学大臣奨励賞

2012年　第43回国際現代書道展　文部科学大臣賞

岩見沢市教育振興表彰文化功労彰
2019年　岩見沢市政文化功労彰
2024年　５月25日逝去

北海道書道展招待会員

毎日書道展参与

国際現代書道展審査会員

千鶴敏子先生年譜
1924年　７月27日生まれ

1992年　北海道書道展準大賞

1988年　創玄展準大賞

2024年　10月４日逝去　享年100歳
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畠山紫香先生を偲んで

　畠山先生は石狩市に居住していた時、当時小学生だった

子供さんを伴い、遠藤香峰先生の門を叩いたと聞き及んで

居ります。その後ご自身も本格的に書を習うことにし研鑽

を重ね、第50回北海道書道展で準大賞を受賞。その年の北

海道書道連盟報で「書を始めてから二十七年、紆余曲折の

人生模様を経る中、今日迄続けることが出来ましたのは師

遠藤香峰先生の書に注ぐ揺るぎない情熱に心を打たれたか

らです」と心中を吐露して居りました。もの静かでほほえ

みの絶えない方でしたが、一方では長年経営者としての顔

を持ち、芯のしっかりした方とお見受けしていました。作

品は墨色に拘り、常に美を追求していた様子が見て取れま

した。2024年３月の審査会前に突然逝去されました。最後

の作品が「儚」　ご冥福を心からお祈り申し上げます。

（品田國子　記）

暎子先生のご挨拶

　挨拶は書と違い、聞いて忘れてしまい残らないものです。

　暎子先生は話術の巧みでもありました。さわらび会々長

として内輪の会ではもちろんですが、要職につかれてから

の様々のご挨拶はさすがその立場にふさわしく、鮮やかな

着地を見せたものでした。ご挨拶のスタートは少し震え気

味の口調ですが、話題の捉え方、まとめ方は聞き終わって

説得力抜群だったと思います。

　2006年北海道書道展理事長としての挨拶には時代を冷静

に見る目線を読みとることが出来ます。その内容は20年近

く経った今、直面している問題でもあります。「道展の風景」

と題して「草創期の熱気が失われ、飼いならされた羊の群

れ」という言い得て妙な表現で自戒をこめて審査会員とし

ての責務が書かれています。先生の願い「審査員は名伯楽

たれ」の言葉に応えるべく、個性を磨き、後輩の範となり

「活力ある道展」を目指していかなければならない。それが、

先生の思いに応えることと思います。

　長い歳月、導いてくださったことに深く感謝し、ご冥福

を心からお祈りいたします。� （千葉和子　記）

儚 石
ば
し
る
…

畠山紫香先生年譜
1951年　10月４日室蘭生まれ

1982年　遠藤香峰先生に師事

2009年　北海道書道展準大賞

2024年　３月４日逝去

書道研究「書鳳」同人

北海道書道展会員

松本暎子先生年譜
1928年　２月９日生まれる

1966年　北海道書道展準大賞

1991年　個展開催（東京銀座三越）

1994年　第２回個展（東京銀座三越）

1996年　札幌市民芸術賞受賞

1998年　「西本願寺本三十六人集の字彙」刊行

2000年　藤女子大学教授退任

2003年　紺綬褒章受章

2006年　北海道書道展理事長

2024年　７月２日逝去
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山本玉沙先生を偲んで

　山本先生のご家族から訃報の連絡を頂いた時、締切り間

近の北海道書道展の作品を書きながら先生に常に言われて

きた「線を大切に生きた線を書きなさい」を思い出してい

る所でした。

　昨年春にご自宅に伺った時には、幾度となく行った中国

旅行の話、今読まれている本のことなど色々な話を聞かせ

て頂きました。帰り際「来年の道展は横で少し紙を足して

書いてみたら…」と課題を頂き挑戦した作品を見ていただ

けない事が残念です。

　「良いものを見て目を養いなさい。初めはわからなくて

も目が育っていきます。色々な体験をして感じることが大

切です」と言われてきたことを心に刻んでいきたいと思い

ます。

　ご冥福を心よりお祈り申し上げます。� （廣田智　記）

秋
菊
有
佳
色

山本玉沙先生年譜
1932年　旭川市に生まれる

1971年　佐藤満に師事

1986年　国際現代書道展審査会員

1987年　北海道書道展　準大賞

1988年　草萌会設立

2025年　１月30日逝去
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